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マ
運
河
の
通
航
制
限
は
、
深
刻
な
水
不
足
を
原
因
と
す
る
も
の
で
、
外
国
勢
力
（
中
国
）
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
と
パ
ナ
マ
は
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
パ
ナ
マ
運
河
を
め
ぐ
る
国
際
紛
争
、
日
本
も
無
縁
で
は

な
い
、
パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
す
る
貨
物
の
う
ち
、
日
本
を
発
着
す
る
貨
物
の
割
合
は
、
米
国
、
中
国
に

次
ぐ
第
３
位
で
、
日
本
に
と
っ
て
も
パ
ナ
マ
運
河
は
非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

１
．
パ
ナ
マ
運
河
の
歴
史

　

パ
ナ
マ
運
河
は
中
米
パ
ナ
マ
共
和
国
に
あ
る
「
ゲ
ー
ト
を
用
い
て
水
位
を
調
整
す
る
閘
門
（
こ
う
も

ん
）
式
運
河
」
で
、
太
平
洋
と
大
西
洋
を
繋
ぐ
目
的
で
建
設
さ
れ
、
そ
の
全
長
は
82
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

高
低
差
約
26
メ
ー
ト
ル
を
調
整
す
る
３
つ
の
閘
門
が
あ
り
、
各
々
で
水
位
を
調
整
し
な
が
ら
船
舶
を
移

動
さ
せ
る
運
河
で
１
９
１
４
年
に
開
通
し
た
。
し
か
し
開
通
ま
で
は
苦
難
の
歴
史
で
あ
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
企
業
家
グ
ル
ー
プ
が
、
ス
エ
ズ
運
河
の
建
設
者
・
仏
人
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ド
・
レ
セ

ッ
プ
ス
に
参
加
を
要
請
し
、
１
８
８
１
年
「
万
国
両
大
洋
間
パ
ナ
マ
運
河
会
社
」
を
設
立
、
６
億
１
５

０
０
万
フ
ラ
ン
の
巨
費
を
投
じ
工
事
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
両
洋
に
流
れ
込
む
川
を
掘
削
し
掘
割
で
結

ぶ
「
海
面
レ
ベ
ル
方
式
」
の
設
計
に
基
づ
き
延
べ
20
万
人
の
労
働
力
を
動
員
し
た
が
、
予
想
を
こ
え
る

難
工
事
で
工
事
費
の
不
足
や
、
疫
病
蔓
延
（
蚊
が
媒
体
す
る
マ
ラ
リ
ア
や
黄
熱
病
等
で
３
万
人
以
上
が

死
亡
）
が
原
因
で
、
１
８
８
９
年
運
河
会
社
は
破
産
し
た
。

　

パ
ナ
マ
運
河
は
大
西
洋
と
太
平
洋
を
結
ぶ
重
要
な
海
上
交
通
路
と
し
て
、
世
界
の
海
運
・
貿
易
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
２
月
の
初
め
「
パ
ナ
マ
運
河
を
取
り
戻

す
」
と
主
張
、
さ
ら
に
「
さ
も
な
け
れ
ば
非
常
に
強
力
な
こ
と
が
起
き
る
だ
ろ
う
」
と
警
告
し
た
。
パ

ナ
マ
運
河
は
１
９
７
７
年
の
条
約
に
基
づ
い
て
米
国
か
ら
パ
ナ
マ
に
返
還
さ
れ
た
が
、
そ
の
条
約
で
は

「
国
内
の
紛
争
や
外
国
政
府
に
よ
り
運
河
の
運
営
が
阻
害
さ
れ
た
場
合
、
米
国
の
軍
事
介
入
」
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
発
言
を
受
け
、
パ
ナ
マ
は
中
国
の
巨
大
経
済
圏
構
想
「
一
帯
一
路
」

に
関
し
て
、
中
国
と
交
わ
し
た
覚
書
（
２
０
１
７
年
）
を
更
新
し
な
い
方
針
を
示
し
た
が
、
パ
ナ
マ
運

河
周
辺
で
の
中
国
の
存
在
を
め
ぐ
り
、
米
国
と
パ
ナ
マ
の
間
で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
パ
ナ
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２
．
パ
ナ
マ
運
河
の
仕
組
み

　

海
面
は
、
ど
こ
で
も
一
緒
と
考
え
、
運
河
で
直
接
太
平
洋
と
大
西
洋
を
繋
げ
れ
ば
・
・
と
考
え
ら
れ
た

が
、
太
平
洋
の
水
位
は
大
西
洋
に
比
べ
平
均
海
面
で
24
セ
ン
チ
高
く
、
し
か
も
潮
位
の
変
動
幅
も
大
き

く
異
な
る
た
め
に
、
仮
に
両
岸
を
水
路
で
直
接
繋
い
で
し
ま
う
と
、
急
流
と
な
り
船
が
航
行
で
き
な
く

な
る
。
従
っ
て
水
路
を
多
く
の
ゲ
ー
ト
で
区
切
り
、
水
位
調
節
が
可
能
な
閘
門
式
が
採
用
さ
れ
た
。
全

長
82
キ
ロ
の
運
河
に
は
３
つ
の
閘
門
が
存
在
し
、
各
々
の
閘
門
を
開
閉
し
水
位
を
調
整
し
次
の
区
域
に

船
を
移
動
さ
せ
る
、
こ
の
た
め
に
「
船
が
山
を
越
え
る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
船
舶
は
水
位
を

調
節
す
る
閘
室
（
こ
う
し
つ
）
に
入
る
。
航
行
す
る
船
の
サ
イ
ズ
は
、
こ
の
閘
室
の
大
き
さ
に
見
合
っ

た
サ
イ
ズ
で
「
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
２
０
１
６
年
の
水
路
拡
張
工
事
に
伴
い
、
第

三
閘
門
を
航
行
で
き
る
サ
イ
ズ
と
し
て
「
ネ
オ
・
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
新
し
い
尺
度
が
規
定
さ
れ
、

大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
航
行
可
能
と
な
っ
た
。
具
体
的
な
数
値
で
は
、
パ
ナ
マ
運
河
の
最
高
地
点
は
ガ
ト

ゥ
ン
湖
（
人
工
湖
）
で
標
高
26
メ
ー
ト
ル
。
一
つ
の
閘
門
で
８
～
９
ｍ
程
度
の
水
位
を
調
節
し
、
標
高

26
ｍ
に
合
わ
せ
て
船
舶
を
移
動
さ
せ
る
。
問
題
は
１
隻
の
大
型
船
が
航
行
す
る
度
に
、
約
20
万
ト
ン
の

湖
水
が
使
用
さ
れ
毎
日
約
７
６
０
万
ト
ン
の
水
が
海
へ
放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
水
の
供
給
源
は
ガ

ト
ゥ
ン
湖
で
、
も
と
も
と
は
こ
の
地
を
流
れ
て
い
た
チ
ャ
グ
レ
ス
川
を
せ
き
止
め
た
人
工
湖
で
、
し
か

　

そ
の
後
、
米
国
は
パ
ナ
マ
と
運
河
条
約
（
１

９
０
４
年
、
運
河
の
権
利
と
資
産
を
４
，０
０

０
万
ド
ル
で
購
入
、
運
河
の
両
岸
そ
れ
ぞ
れ
５

マ
イ
ル
を
運
河
地
域
と
し
て
米
国
の
主
権
が
及

ぶ
）
を
結
び
、
運
河
建
設
は
米
国
の
手
に
よ
り

継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
米
国
は
フ
ラ
ン

ス
式
の
「
海
面
レ
ベ
ル
方
式
」
を
捨
て
「
閘
門

式
」
を
採
用
し
、
米
国
陸
軍
工
兵
隊
を
中
心
に

徹
底
的
な
衛
生
管
理
（
疫
病
対
策
）
と
最
新
の

建
設
技
術
と
機
械
を
駆
使
し
、
さ
ら
に
米
国
の

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
位
置
付
３
億
７
，

５
０
０
万
ド
ル
の
巨
費
と
10
年
の
歳
月
を
費
や

し
て
１
９
１
４
年
、
開
通
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ

の
運
河
が
パ
ナ
マ
共
和
国
に
返
還
（
１
９
９
９

年
）
さ
れ
る
ま
で
、
運
河
の
経
営
権
は
す
べ
て

米
国
が
保
有
し
て
い
た
。
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も
地
元
の
水
道
水
源
、
工
業
用
水
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
重
要
な
湖
で
あ
る
。

３
．
ガ
ト
ゥ
ン
湖
が
干
上
が
り
、
海
上
運
賃
高
騰

　

パ
ナ
マ
全
土
は
高
温
多
湿
な
熱
帯
性
気
候
で
、
年
間
降
水
量
は
大
西
洋
沿
岸
で
約
３
３
０
０
ミ
リ
、

太
平
洋
沿
岸
で
約
１
７
０
０
ミ
リ
（
日
本
と
ほ
ぼ
同
様
）
で
あ
り
、
パ
ナ
マ
経
済
の
生
命
線
と
も
言
え

る
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
で
あ
る
。
そ
の
雨
水
が
流
れ
込
む
ガ
ト
ゥ
ン
湖
、
例
年
11
月
～
４
月
頃
ま
で

乾
季
と
さ
れ
水
位
が
低
下
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
雨
季
に
入
る
５
月
以
降
は
水
位
を
回
復
す
る
の
が

常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
２
３
年
に
発
生
し
た
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
影
響
で
異
常
な
乾
燥
状
態
に
な

り
、
降
雨
が
少
な
く
通
常
よ
り
約
２
メ
ー
ト
ル
水
位
が
減
少
。
ガ
ト
ゥ
ン
湖
内
で
の
座
礁
の
危
険
性
が

増
し
、
さ
ら
に
閘
門
で
の
水
利
用
が
出
来
な
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、
雨
季
に
は
一
日

当
た
り
36
隻
で
あ
っ
た
が
、
乾
季
の
12
月
に
は
18
～
22
隻
ま
で
通
航
制
限
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め

多
く
の
海
運
船
は
代
替
ル
ー
ト
（
南
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
ン
岬
を
迂
回
）
で
運
航
、
そ
の
結
果
約
８
千
海

里
（
１
４
，８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
航
路
延
長
で
海
上
運
賃
の
高
騰
や
航
海
日
数
の
増
加
（
10
～
20

日
）
な
ど
で
納
期
遅
れ
が
頻
発
し
た
。

　

過
去
に
も
１
９
９
８
年
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
で
ガ
ト
ゥ
ン
湖
の
水
位
が
低
下
し
、
最
大
積
載
量
の

制
限
（
喫
水
制
限
）
が
行
わ
れ
物
流
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
逆
に
２
０
１
０
年
10
月
は
異
常
降
雨

に
よ
り
水
位
が
急
上
昇
し
、
運
河
が
一
時
的
に
閉
鎖
さ
れ
、
多
く
の
商
業
船
舶
が
影
響
を
受
け
た
。
こ

れ
ら
の
事
象
は
パ
ナ
マ
運
河
に
お
け
る
水
管
理
の
重
要
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

さ
い
ご
に

　

パ
ナ
マ
運
河
を
航
行
す
る
船
舶
は
年
間
平
均
で
１
２
，０
０
０
隻
、
内
訳
は
コ
ン
テ
ナ
船
（
45
％
）、

原
料
船
（
25
％
）、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
（
10
％
）
な
ど
で
、
平
均
重
量
ト
ン
（
Ｄ
Ｗ
Ｔ
）
は
約
５
１
，０
０
０
ト

ン
、
こ
れ
は
世
界
の
海
上
貿
易
の
約
６
％
を
占
め
て
い
る
。
パ
ナ
マ
運
河
庁
は
２
０
２
４
年
度
の
財
務

結
果
を
発
表
、
そ
れ
に
よ
る
と
総
収
益
は
過
去
最
高
の
７
，６
３
５
億
円
、
前
年
度
よ
り
約
28
億
円
増
加

し
て
い
る
。
運
河
庁
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
沖
待
ち
船
の
行
列
に
割
り
込
む
権
利
を
販
売
）
に
よ
る
収
入

へ
の
寄
与
度
を
明
ら
か
に
し
て
な
い
が
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
入
札
価
格
は
年
々
吊
り
上
が
り
、
運
賃
高
騰

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
上
記
に
述
べ
た
よ
う
に
水
資
源
さ
え
あ
れ
ば
、
運
河
収
入
は
パ
ナ
マ
経
済
を

支
え
る
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
パ
ナ
マ
運
河
は
海
運
だ
け
で
は
な
く
、
地
政
学
的
な
要
素
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
米
国
や
欧
州
各
国
、
中
国
や
日
本
を
含
む
経
済
大
国
の
多
く
は
パ
ナ
マ
運
河
の
利
用
に
依
存

し
て
お
り
、
運
河
の
安
定
性
と
安
全
性
は
世
界
の
経
済
安
全
保
障
に
と
り
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
そ

の
生
命
線
を
水
資
源
が
支
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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